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３ 下の図の長方形ＡＢＣＤにおいて，ＡＢを半径とする円と辺ＣＤとの交点をＥとす

る。Ｅから辺ＡＢに垂線を引き，その交点をＦとする。また，∠ＢＡＥの大きさを

半分にする直線をＡから引き，ＢＥとの交点をＧとする。このとき，ＡＥ＝ 13cm，

ＢＥ＝ 10cm であり，三角形ＡＢＥの面積は 60cm ２である。次の問いに答えなさい。

(1) ＡＧの長さを求めなさい。

(2) ＢＦの長さを求めなさい。

(3) ＤＥの長さを求めなさい。
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(1) △ＡＢＥはＡＢ＝ＡＥの二等辺三角形

なので，ＡＧはＢＥと垂直。

また，△ＡＢＥの面積が 60 なので，

ＡＧ× 10 ÷ 2 ＝ 60 より，

ＡＧ＝ 60 × 2 ÷ 10 ＝ 12cm です。

(2) 直角三角形ＡＢＧと直角三角形ＥＢＦは

直角以外の角Ｂが共通なので，相似で，

相似比はＡＢ：ＥＢ＝ 13：10･･(ｱ)。
よって，ＡＧ：ＥＦ＝ 13：10 で，

ＡＧ＝ 12cm なので，

ＥＦ＝ 12 × ＝ cm です。

(3) 二等辺三角形ＡＢＥにおいて，Ｇは

辺ＢＥの真ん中の点なのでＢＧ＝ 10 ÷ 2 ＝ 5cm。

よって，(ｱ)から，ＢＦ＝ 5 × ＝ cm より，ＥＣ＝ cm なので，

ＤＥ＝ 13 － ＝ cm です。

10

13
＝

120

13
9
13

3

10

13
＝

50

13
3
11

13
3
11

13

3
11

13
9
13

2

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

ＥＦ

Ｇ

13cm

10cm

13cm

2020 麗澤中学校－問題・解説：解答－


